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論文内容の要旨
本論文は、被虐待児と虐待する親への福祉領域における臨床心理援助においては、被虐待児の日常生活
をも臨床心理援助の場とする柔軟な構造をもっ多面的・多次元的なアプローチを行う必要性があることを
明らかにし、その実際について考察したものである。
本文は3部から構成されている O 第I部「被虐待体験の影響」の第1章では、先行研究を概観し、被虐
待児への臨床心理援助では、他者との安定したアタッチメン卜を獲得し、歪められた内的作業モデルの修
正を促すことが必要であると指摘した。第2章では、児童養護施設への不適応により児童相談所へ再判定
依頼のあった事例を対象とし、不適応の具体的内容や子どもの特徴などと被虐待体験の有無との関連を検
討した。第3章では、性的被虐待児のパウムテスト(樹木画検査)結果から、この子らが、外界への関心
を後退させて他者との情緒的交流を防衛的に回避し、内的に空虚な状態にあることを明らかにした。
第E部「事例検討」の第4章では、ネグレクト(養育の怠慢・放棄)を受けた男子の、治療施設入所によ
る臨床心理援助過程について検討した。また、第5章では、被虐待児への遊戯療法過程と、虐待する母親
への並行面接の過程を検討した。このふたつの章は、他者から枠組みを呈示されることと他者に受け入れ
られることとの聞に、折り合いをつけてし、く体験を獲得する過程の治療的意義を明らかにした。第6章は、
わが子に早期より身体的虐待を行っていた母親へのチームアプローチによる臨床心理援助過程について検
討した。第7章は、児童養護施設に入所している性的被虐待児の事例検討を通して、援助者が、問題の深
刻さにたじろかず、ときに振り回されることを覚悟しながらも、見捨てずに関わり続ける大切さの認識を
共有することの意味を考察した。
第皿部「虐待事例への臨床心理援助のあり方」の第8章では、被虐待児の遊戯療法の目標を明確にした
うえで、遊戯療法導入時における被虐待児との信頼関係形成の困難さについて考察した。第9章では、遊
戯療法の場だけでなく、日常の場をも含みこんだ臨床心理援助の必要性と、二つの相の間でコーディネー
ト機能を担う臨床心理職員の役割について論じた。第10章では、福祉領域全体において、被虐待児へ臨床
心理援助を行う際の具体的な特徴と考慮すべき諸側面を明らかにした。そして、臨床心理援助過程を 5つ
の段階に分けて論じた。
このように、本論文全体を通して、福祉領域における被虐待児への臨床心理援助は、独自な特徴をもっ
たアプローチであり、福祉心理臨床と呼びうる領域を担うものであることを明らかにした。
論文審査の結果の要旨
「虐待」をめぐる問題は、現代社会の抱えるさまざまな歪みを露呈させていると考えられるが、福祉関
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連領域における臨床心理援助の理論や技法に関する包括的な論文は、現在のところ皆無といってよい。本
論文は、こうした今目的問題に対して、臨床心理学的立場から、多面的・多次元的な理論的枠組みを実証
的資料に基づきながら呈示したわが国はじめての論文といえるものである。
本論文は、第 I部「被虐待体験の影響J(第1章から第3章)、第E部「事例検討J(第4章から第7章)、
第E部「虐待事例への臨床心理援助のあり方(第8章から第10章)、ならびに序章(被虐待児の援助の現状
と課題)と終章(まとめと今後の課題)から構成されている。
第 I部では、親による子どもの虐待の影響をめぐって、先行研究の知見を整理し、「世代間伝達」の問
題の所在を指摘するとともに、児童養護施設に収容された児童の実態調査ならび、に'性的被虐待児の心理ア
セスメントの結果から、これらの子どもたちが他者との交流を防衛的に回避し、豊かな感情生活を失って、
内的に空虚な心理的状態にあることを明らかにした。第H部では、入所施設における臨床心理治療事例に
関して、被虐待児と親へのチームアプローチをとりあげ、福祉領域における「福祉心理臨床」の構築にむ
けて、理論的・技法的検討を行った。第E部では、被虐待児や虐待する親に対する心理療法の特徴を整理
し、日常生活を含んだ臨床心理援助の必要性とそのあり方について論考した。
本論文では、虐待から生じる子どもの心理的内界の特徴を実証的に明らかにした上で、親子の心理的交
流を再構築するための臨床心理的援助の技法について独自の理論を展開している。たとえば「受容するこ
と」と「枠組みの呈示」という心理療法独特のかかわりを5段階の発達段階にまとめ、それぞれの特徴な
らび、に心理的援助の意味を明らかにした。また、臨床心理的援助を実行する際の多職種専門家との連携の
重要性を指摘し、心理治療者がチーム内で担う役割について、コーディネーターとしての役割の重要性を
明らかにするなど、独自の理論を展開した。
本論文は、被虐待児とその親の深層心理を理解しながら、福祉領域における多面的・多次元的臨床心理
援助の理論と方法に関して、実証的、包括的に論じており、「福祉心理臨床」という新たな領域の開拓に
貴重な視点と理論的枠組みをもたらしたものと判断される O
審査委員会はこうした評価に基づき、本論文を博士(学術)の学位を授与するに値するものと認定した。
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